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2 時限目 B 専門科目または外国語 

英語 試験問題 

 

 

 

第 1 問、第 2 問 両方とも解答しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受 験 番 号 氏     名 

  

 



近畿大学大学院法学研究科 

『一般英語』【合計 40点】 

以下の主張に対するあなたの考えや意見を、賛否の度合いと自身の経験も交えたうえで、

50語以上の英語で書きなさい。なお、語数の数え方は、“I agree with the idea.” であれば 5

語と数えることとする。 

School uniforms are not good for high school students. 



（２０２６年度入試）２０２５年（９月）法律英語 

 

Marbury v. Madison (1803)* 

 

*以下の文章は、George P. Fletcherʼs, “American Law in a Global Context,” pp. 132 ‒ 
149, Oxford University Press, (2005) の一部を引用したものである。 

 

次の英文を読んで（１）〜（６）を和訳しなさい。(配点６０点) 

 

＊文章は著作権の関係により掲載ができません。＊ 
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近畿大学大学院法学研究科
『一般英語』【合計40点】
以下の主張に対するあなたの考えや意見を、賛否の度合いと自身の経験も交えたうえで、50語
以上の英語で書きなさい。なお、語数の数え方は、“I agree with the idea.” であれば5語と数え
ることとする。
School uniforms are not good for high school students.

解答例
I disagree with the idea that school uniforms are not good for high school students. Uniforms
promote equality by minimizing differences in students’ clothing, which can reduce bullying
and social pressure. When everyone wears the same thing, students can focus more on their
studies rather than fashion. From my own experience, having a uniform made mornings
easier and saved time. Although some students may feel restricted, the benefits of creating a
disciplined and distraction-free environment outweigh the downsides.
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出 題 意 図

本試験問題は、受験者の英語による論理的思考力と表現力を評価することを目的としている。与
えられた質問文に対して、自身の意見を明確に述べ、論理的な根拠を示しながら、50語以上の
英文で簡潔にまとめる能力が求められる。以下の４観点から総合的に評価する。

観点1：質問文に適切に応答し、明確な意見と根拠を示しているか。
観点2：文章の流れが論理的で、接続詞や段落構成が適切か。
観点3：適切な語彙を使い、表現の多様性が確保されているか。
観点4：文法が正しく、多様な構文が適切に使われているか。

英   語

2026
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この読解用文章は、アメリカの法と法史に関する教科書から、必要に応じて改変を加えて作成
されたものである。具体的に選ばれた箇所は、Marbury v. Madison事件（1803年）における合
衆国最高裁判所の判決、および同事件が米国の法制度において果たす重要な役割に関するもの
である。

試験では、受験者に大学院での学習中に遭遇する可能性のある英文の翻訳を求めました。  その
目的は、平均的な英語教科書を超える高度な語彙や法的概念を、時間制限のある条件下で処理
する能力を測定することでした。

このテストでは、英語から日本語への翻訳が課題であったため、各文に対して唯一の正解は存
在しませんでした。  ただし、採点は、全体的な正確性と英語の意味への忠実さを基準に行われ
ました。
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